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８
月
31
日
、
当
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
政
府
総
合
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
和
歌
山
、
三
重
の
両
県
に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ
フ

大
地
震
が
発
生
し
、
多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
広
域
医
療
搬
送
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
陸

路
、
あ
る
い
は
自
衛
隊
機
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
１
６
７
チ
ー

ム
が
空
港
や
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
参
集
し
、
各

活
動
拠
点
に
お
い
て
被
災
地
内
の
病
院
支
援
や
Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
ス

テ
ー
ジ
ン
グ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
航
空
搬
送
拠
点
臨
時
医
療
施

設
）
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
院
か
ら
は
４
名
が
参
加
し
、
県
内
の
他
の
４
チ
ー
ム
と

共
に
、
尾
鷲
沖
に
停
泊
し
た
海
上
自
衛
隊
の
輸
送
艦
「
し
も

き
た
」
に
搭
載
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
の
医
療
ユ
ニ
ッ
ト
内
で

の
活
動
を
担
当
し
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
は
手
術
室
も

あ
り
、野
戦
病
院
が
船
内
に
展
開
さ
れ
て
い
る
印
象
で
し
た
。

医
療
船
構
想
の
実
証
実
験
も
か
ね
て
お
り
、
他
の
訓
練
と
は

別
に
、
発
災
か
ら
36
時
間
後
に
、
被
災
地
沖
に
到
着
し
た
海

上
の
病
院
に
、
津
波
で
孤
立
し
た
被
災
地
内
か
ら
、
あ
る
い

は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
病
院
か
ら
傷
病
者
が
ヘ
リ
で
運
ば
れ

て
く
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
行
い
ま
し
た
。

　

台
風
17
号
の
接
近
で
不
安
定
な
天
気
の
中
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

標
準
資
機
材
と
し
て
整
備
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
心
電
図
モ

ニ
タ
ー
や
簡
易
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療
機
器
、
ガ
ー
ゼ
や

注
射
器
、
小
手
術
器
具
、
輸
液
や
薬
剤
等
大
量
の
荷
物
を
車

に
詰
め
込
み
、
前
日
深
夜
に
尾
鷲
に
到
着
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
着
替
え
、
船
酔
い
で
訓
練
不
能
に

な
ら
な
い
よ
う
に
薬
を
飲
み
、
尾
鷲
港
に
向
か
い
ま
し
た
。

湾
内
は
穏
や
か
で
風
も
な
く
台
風
の
影
響
は
全
く
感
じ
ら
れ

ず
、
浮
き
桟
橋
に
到
着
し
た
40
人
程
が
乗
れ
る
作
業
艇
に
乗

り
込
み
、
沖
合
の
輸
送
艦
に
向
か
い
ま
し
た
。
訓
練
は
模
擬

患
者
方
式
で
行
わ
れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
搬
送
さ
れ
た
患
者

が
飛
行
甲
板
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
で
下
ろ
さ
れ
る
と
、
治
療
優

先
順
位
を
決
め
る
た
め
ト
リ
ア
ー
ジ
（
重
症
度
の
判
別
）
を

行
い
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
術
前
・
Ｉ
Ｃ
Ｕ
エ
リ
ア
に
は
手
術
が
必
要

な
腹
部
外
傷
に
よ
る
腹
腔
内
出
血
患
者
が
搬
入
さ
れ
、
救
急

室
で
行
わ
れ
る
外
傷
初
療
時
の
系
統
的
診
療
を
行
い
状
態
の

評
価
を
し
た
後
、
手
術
室
に
搬
送
し
ま
し
た
。
他
に
、
津
波

に
巻
き
込
ま
れ
た
溺
水
の
患
者
な
ど
、
陸
上
自
衛
隊
の
装
備

の
チ
ェ
ッ
ク
を
並
行
し
て
行
い
な
が
ら
訓
練
を
進
め
ま
し

た
。

　

私
達
と
共
に
テ
ン
ト
内
で
活
動
し
て
く
れ
た
の
は
、
県
立

広
島
病
院
の
看
護
師
と
衛
生
隊
の
看
護
師
で
、
連
携
は
円
滑

に
行
え
ま
し
た
。
船
酔
い
と
揺
れ
と
暑
さ
の
中
で
流
れ
る
汗

を
拭
い
な
が
ら
も
、
訓
練
を
通
じ
て
新
た
な
課
題
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
平
時
よ
り
備
え
、
も
し
も
の
時
に
は
迅
速
に
対
応

出
来
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

災害派遣医療チーム

DMAT
政府総合防災訓練レポート

集中治療室医長　岸 本　朋 宗

　

我
が
国
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
隅
に
あ
る
四
つ
の
巨
大
な
プ

レ
ー
ト
上
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
例
を
み
な
い
地
震

大
国
で
あ
り
、
ま
た
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
台
風
の
通
り
道
に
当

た
り
ま
す
。
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
あ
る
意
味
で

は
「
仕
方
な
い
も
の
」
と
し
て
受
け
入
れ
生
活
し
て
き
ま
し
た
。

「
は
か
な
さ
や
、
あ
き
ら
め
」
等
々
日
本
人
の
感
性
に
気
象
は

大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
東
北
の
大
震

災
、
福
島
の
原
発
事
故
後
、
村
上
春
樹
は
２
０
１
１
年
６
月
11

日
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
国
際
賞
授
賞
式
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
日
本
の
気

候
風
土
や
原
発
事
故
に
対
す
る
考
え
、
倫
理
や
規
範
に
つ
い
て

述
べ
て
い
ま
す
。全
文
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
一
読
し
て
み
て
下
さ
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
例
年
に
な
い
猛
暑
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
、
竜
巻
、

全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
山
口
・
島
根

を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
で
は
、
三
江
線
の
鉄
橋
が
一
部
破
損
し
、

土
砂
災
害
の
す
さ
ま
じ
い
爪
痕
を
残
し
て
い
ま
す
。
先
頃
の
豪

雨
で
は
馬
洗
川
の
水
位
が
警
戒
水
位
を
越
え
た
様
子
、
ま
た
台

風
18
号
で
は
京
都
の
観
光
名
所
嵐
山
、
濁
流
に
襲
わ
れ
る
桂
川

に
架
か
る
渡
月
橋
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
福
島

原
発
の
現
場
で
は
汚
染
水
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
ほ
ど
異
常
気
象
を
感
じ
た
年
は
記
憶
に
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
季
節
は
確
実
に
秋
を
運
ん
で
き
ま
し
た
。
夏
の
猛

暑
も
去
り
豊
か
な
実
り
の
季
節
で
す
。
柿
が
赤
く
な
る
と
医
者

は
青
く
な
る
と
は
昔
か
ら
の
た
と
え
話
で
す
が
、
９
月
は
確
実

に
病
院
の
入
院
患
者
数
が
減
少
し
ま
す
。
た
だ
今
年
は
例
年
に

な
く
夏
か
ら
入
院
患
者
数
が
減
少
し
て
お
り
病
院
の
経
営
を
預

か
る
者
と
し
て
は
頭
の
痛
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
健
康
で
あ
る
こ
と
は
何
よ
り
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
老
い
て
最
後
の
時
期
を
迎

え
た
い
で
し
ょ
う
か
。

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
75
歳
を
迎
え
る
２
０
２
５
年
に

は
病
床
数
の
大
幅
な
不
足
が
確
実
で
す
。
社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
に
お
け
る
議
論
の
基
本
的
な
考
え
は

・
「
い
つ
で
も
、
好
き
な
と
こ
ろ
で
、
お
金
の
心
配
を
せ
ず
に
、

求
め
る
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
医
療
か
ら
、「
必

要
な
と
き
に
適
切
な
医
療
を
適
切
な
場
所
で
最
小
の
費
用
で

受
け
る
」
医
療
に
転
換
す
べ
き
。

・
「
病
院
で
治
す
」
医
療
か
ら
超
高
齢
社
会
に
合
っ
た
「
地
域

全
体
で
、
治
し
・
支
え
る
医
療
」
へ
転
換
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

・
医
療
資
源
を
国
民
の
財
産
と
考
え
、
個
人
の
す
べ
て
の
要
求

に
応
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
制
度
を
再

編
す
べ
き
。

・
社
会
保
障
と
人
口
動
態
、
経
済
、
産
業
、
雇
用
の
関
係
性
と

今
後
の
方
向
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
あ
り

方
は
地
域
ご
と
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
ど
財
政
面
か
ら
厳
し
い
提
言
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
、
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
で
病
院
の
機
能
分
化
や

在
宅
医
療
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
構
築
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
で
市
立
三
次
中
央
病
院
は
今
後

ど
の
よ
う
な
道
を
進
む
べ
き
か
の
岐
路
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

三
次
市
を
は
じ
め
全
国
市
町
村
１
７
２
７
の
う
ち
７
７
６
市

町
村
が
過
疎
地
で
、
我
が
国
の
国
土
の
約
６
割
、
人
口
は
約

１
２
０
０
万
人（
９
％
）に
当
た
り
ま
す
。
過
疎
地
の
市
町
村
で

は
団
塊
の
世
代
を
含
め
多
く
の
人
が
す
で
に
都
市
部
に
流
出
し

て
お
り
急
激
な
高
齢
者
人
口
の
増
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ

首
都
圏
を
は
じ
め
と
す
る
大
都
市
は
こ
れ
か
ら
が
大
変
で
す
。

　

田
舎
の
病
院
長
の
私
は
「
皆
さ
ん
生
ま
れ
故
郷
に
帰
っ
て
き

て
親
の
面
倒
を
見
ま
し
ょ
う
。
死
に
場
所
は
生
ま
れ
故
郷
が
い

い
で
す
よ
」
と
声
を
か
け
て
み
た
く
な
る
こ
の
頃
で
す
。

訓練に参加した４名 トラックの荷台に搭載された手術室 疾病者への対応風景 処置エリアのテント内の風景 輸送艦「しもきた」甲板

病
院
長
　
中 

西
　
敏 

夫

こ
れ
か
ら
の

市
立
三
次
中
央
病
院

・ＤＭＡＴ ： 
　　Disaster Medical Assistance Team
・災害の急性期（概ね48時間以内）に各行政機関、

消防、警察、自衛隊とも連携しながら、災害現
場で迅速に活動できる機動性を持った、専門的
な訓練を受けた災害派遣医療チーム

・広域医療搬送、病院支援、域内搬送、現場活動
等を行う。

・医師、看護師、業務調整員（医師・看護師以外
の医療職及び事務職員：当院では薬剤師と臨床
工学技士が担当）で構成

・DMATは現在県内では24チーム、全国で1,002
チームが登録されている。

ＤＭＡＴとは
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連
載
が
ん
の
治
療
⑩泌

尿
器
科
医
長　

望　

月　

英　

樹

前
立
腺
が
ん
の
腹
腔
鏡
手
術

 

前
立
腺
が
ん
と
は

　

前
立
腺
が
ん
は
、
欧
米
で
は
男
性
の

罹
患
率
第
１
位
の
が
ん
で
あ
り
、
日
本

で
も
食
事
な
ど
生
活
様
式
の
欧
米
化
や

高
齢
化
に
伴
い
、
近
年
急
速
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
中
高
年
に
多
く
、
初
期
に

は
ほ
と
ん
ど
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

進
行
す
る
と
排
尿
困
難
や
血
尿
、
骨
転

移
に
よ
る
疼
痛
な
ど
が
生
じ
ま
す
。

 

前
立
腺
が
ん
の
診
断

　

早
期
発
見
に
は
、
血
液
検
査
に
て
血

清
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）
値
を

測
定
す
る
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
診
が
非
常
に
有
用

で
す
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
４
．０
ng
／
㎖
を
基
準

値
と
し
、
こ
の
値
を
越
え
る
と
前
立
腺

が
ん
の
疑
い
が
あ
り
、
専
門
医
に
よ
る

検
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
確
定
診
断

に
は
前
立
腺
生
検
が
必
要
で
あ
り
、
当

院
で
は
一
泊
二
日
の
検
査
入
院
で
対
応

し
て
い
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
と
診
断
さ

れ
た
場
合
は
、
Ｃ
Ｔ
や
骨
シ
ン
チ
グ
ラ

ム
な
ど
で
、
病
期
診
断
を
し
ま
す
。

 

前
立
腺
が
ん
の
治
療

　

前
立
腺
に
限
局
し
た
が
ん
で
は
、
が

ん
の
根
治
を
目
的
に
、
手
術
療
法
、
放

射
線
療
法
の
中
か
ら
治
療
法
を
選
択
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
局
所
進
行
が
ん

で
は
、
こ
れ
ら
の
治
療
に
ホ
ル
モ
ン
療

法
を
組
み
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。
転
移

を
有
す
る
が
ん
で
は
、
一
般
に
ホ
ル
モ

ン
療
法
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
院
で
は

２
０
１
３
年
４
月
か
ら
手
術
療
法
に
お

い
て
は
、
腹
腔
鏡
下
前
立
腺
全
摘
除
術

を
、
放
射
線
療
法
で
は
、
強
度
変
調
放

射
線
治
療
（
Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
を
導
入
し
、

最
新
の
前
立
腺
が
ん
治
療
に
対
応
し
て

い
ま
す
。

 

腹
腔
鏡
下
前
立
腺
全
摘
除
術

　

通
常
の
開
腹
手
術
で
は
臍へ

そ

の
下
か
ら

恥ち

骨こ
つ

ま
で
の
下
腹
部
の
大
き
な
皮
膚
切

開
が
必
要
で
す
。
腹
腔
鏡
手
術
は
、
お

腹
に
数
カ
所
小
さ
な
穴
を
開
け
、
二
酸

化
炭
素
で
膨
ら
ま
せ
、
腹
腔
内
で
手
術

を
行
な
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
傷
が
小
さ
く
て
済
む
た
め
、
術
後

の
疼
痛
が
軽
く
、
早
期
退
院
、
早
期
社

会
復
帰
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
者
側
に
と
っ
て
も
、
骨
盤
の
一
番

底
に
あ
っ
て
開
腹
手
術
で
は
確
認
が
困

難
で
あ
っ
た
前
立
腺
の
詳
細
な
解
剖
を

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
カ
メ
ラ
で
拡
大
し
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
確
認
し
な
が
ら
手

術
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
お
腹
を
膨
ら

ま
せ
る
気
腹
圧
に
よ
っ
て
、
従
来
止
血

操
作
が
困
難
で
あ
っ
た
、
深
部
の
静
脈

出
血
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
良

好
な
視
野
で
手
術
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
当
院
で
は
本
年
度
中
に
腹
腔
鏡
下

前
立
腺
悪
性
腫
瘍
手
術
の
施
設
認
定
を

取
得
す
る
見
込
み
で
す
。
９
月
現
在
９

例
の
手
術
時
間
は
、
平
均
約
３
時
間
で

従
来
の
開
腹
手
術
と
同
等
。
出
血
量
は

尿
込
で
平
均
１
２
０
㎖
と
開
腹
手
術
に

比
べ
て
極
め
て
少
量
（
開
腹
手
術
で
は

８
０
０
～
１
０
０
０
㎖
）。
大
き
な
合

併
症
も
な
く
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前立腺がん細胞検出

前立腺がんの診療アルゴリズム

病期診断

限局がん

手術療法
PSA監視

放射線療法

低リスク 中間リスク 高リスク

局所進行がん

超高リスク

手術療法

ホルモン療法
（前立腺癌 診療ガイドライン 2012年版 日本泌尿器科学会 改変）

ホルモン療法

遠隔転移を
有するがん

腹腔鏡下前立腺全摘除術の利点

患者さん
傷が小さい
疼痛が少ない
術後回復が早い
 （早期退院、早期社会復帰）

医療者
拡大視野で手術が可能
医療スタッフ全員で
　術野を共有
気腹圧にて
　出血がコントロール可能

開腹手術

腹腔手術

適　応

術　式

合併症

前立腺がんの手術療法
前立腺と精嚢を摘出し、膀胱と尿道をつなぐ手術です

75歳以下
限局がん
 （病期：A、B）

開腹手術
腹腔鏡手術
手術支援ロボット

尿失禁
男性機能障害

膀胱

尿道
精嚢

前立腺

マ
ダ
ニ
に
つ
い
て

皮
膚
科
副
医
長

　
　

北　

野　

文　

朗

Vol.14

　
❶
マ
ダ
ニ
と
は

　

吸
血
性
の
マ
ダ
ニ
類
は
主
に
山
林
内

の
サ
サ
類
や
山
間
部
の
草
地
な
ど
に
生

息
し
て
お
り
、
野
生
の
シ
カ
や
イ
ノ
シ

シ
、
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
寄
生
し
ま
す
。
雑

木
林
の
下
草
付
近
で
多
数
が
集
ま
っ
て

待
機
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
に

足
を
踏
み
入
れ
る
と
多
数
個
体
に
よ
る

吸
着
を
受
け
ま
す
（
図
１
）。
日
本
の

野
外
で
人
体
に
吸
血
す
る
マ
ダ
ニ
類
と

し
て
は
、シ
ュ
ル
ツ
ェ
マ
ダ
ニ
（
図
２
：

北
海
道
の
平
地
か
ら
山
間
部
、
本
州
中

部
山
岳
部
に
生
息
）、
タ
カ
サ
ゴ
キ
ラ

ラ
マ
ダ
ニ
（
図
３
：
関
東
地
方
以
南
の

温
暖
な
地
域
に
生
息
）、
フ
ト
ゲ
チ
マ

ダ
ニ
（
図
４
：
北
海
道
、
本
州
、
四

国
、
九
州
に
広
く
生
息
）
な
ど
が
問
題

と
な
り
ま
す
。
マ
ダ
ニ
類
の
成
虫
は
体

長
２
～
３
㎜
前
後
の
も
の
が
多
い
の
で

す
が
、
若
虫
は
そ
れ
よ
り
小
さ
く
、
幼

虫
は
１
㎜
以
下
の
大
き
さ
で
す
。
い
ず

れ
も
吸
血
す
る
こ
と
で
大
き
く
な
り
ま

す
が
、
タ
カ
サ
ゴ
キ
ラ
ラ
マ
ダ
ニ
の
よ

う
な
大
型
の
マ
ダ
ニ
類
に
よ
る
刺
症
で

は
皮
膚
に
吸
着
し
て
数
日
間
吸
血
を
続

け
る
こ
と
で
10
㎜
以
上
に
膨
大
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
図
５
）。

　
❷
皮
膚
症
状

　

吸
着
部
の
周
囲
に
は
皮
膚
症
状
を
認

め
な
い
場
合
も
多
い
の
で
す
が
、
掻そ

う

痒よ
う

を
伴
う
紅
斑
や
水
疱
を
認
め
る
場
合
も

あ
り
ま
す
（
図
６
）。
同
種
の
マ
ダ
ニ

に
よ
る
刺
咬
を
う
け
た
経
験
が
あ
る
場

合
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
と
し
て
皮
膚
症

状
が
出
る
事
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

シ
ュ
ル
ツ
ェ
マ
ダ
ニ
は
ラ
イ
ム
病
ボ
レ

リ
ア
と
い
う
病
原
菌
を
保
持
す
る
場
合

が
あ
り
、
刺
咬
を
う
け
て
病
原
菌
に
感

染
す
る
と
ラ
イ
ム
病
を
発
症
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
❸
治
療
と
対
応

　

若
虫
、
成
虫
は
刺
咬
後

数
日
経
過
す
る
と
、
鋸
歯

状
の
口
器
が
真
皮
内
の
セ

メ
ン
ト
物
質
で
が
っ
ち
り
と

固
定
さ
れ
る
た
め
除
去
は

困
難
で
す
（
図
７
）。
無

理
に
引
っ
張
る
と
口
器
が

ち
ぎ
れ
て
皮
膚
内
に
残
り
、
異
物
肉
芽

腫
を
形
成
し
ま
す
。
こ
う
い
う
場
合
は

速
や
か
に
外
科
的
切
除
が
必
要
で
す
。

　
❹
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

　
　
症
候
群
に
つ
い
て

　

２
０
１
３
年
に
な
り
マ
ダ
ニ
が
媒
介
す

る
疾
患
と
し
て
重
症
熱
性
血
小
板
減
少

症
候
群
が
大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
２
０
０
９
年
に
中
国
で
発
見
さ
れ

た
新
種
の
ブ
ニ
ヤ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
、

潜
伏
期
間
６
～
14
日
を
へ
て
38
度
以
上

の
発
熱
や
嘔
気
、
嘔
吐
、
腹
痛
、
下
痢
、

下
血
な
ど
の
胃
腸
症
状
、
血
小
板
減
少

な
ど
を
生
じ
ま
す
。
治
療
は
対
症
療
法

し
か
な
く
、発
症
す
る
と
致
死
率
は
６
％

前
後
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
マ

ダ
ニ
に
刺
咬
さ
れ
た
患
者
さ
ん
で
重
症
熱

性
血
小
板
減
少
症
候
群
を
発
症
す
る
患

者
さ
ん
は
極
め
て
稀
で
す
。
刺
咬
さ
れ

た
後
、
２
週
間
以
内
で
右
記
の
よ
う
な

全
身
症
状
が
出
現
し
た
場
合
は
速
や
か

に
内
科
受
診
が
必
要
で
す
。

（図２）シュルツェマダニ

（図１）

（図３）タカサゴキララマダニ

（図４）フトゲチマダニ

（図５）数日間吸血を続けたマダニ

当院での腹腔鏡下前立腺全摘除術

（図６）タカサゴキララマダニ
刺症によって生じた紅斑

（図７）タカサゴキララマダニ
刺症の病理組織

セメント物質
➡
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
２
０
１
２

年
７
月
に
感
染
管
理
認
定
看
護
師
の
資
格

を
取
得
し
た
小
村
で
す
。

　

２
０
１
３
年
７
月
現
在
、
感
染
管
理
認

定
看
護
師
は
、
全
国
に
１
８
０
８
名
、
広

島
県
内
に
45
名
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

院
に
は
２
０
０
８
年
に
認
定
を
受
け
た
感

染
管
理
認
定
看
護
師
が
１
名
お
り
、
力
を

合
わ
せ
て
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

目
標
は
、
院
内
全
て
の
人
々
（
患
者
さ

ん
、
ご
家
族
、
面
会
に
来
ら
れ
た
方
、
ス

タ
ッ
フ
、
取
引
業
者
ス
タ
ッ
フ
な
ど
）
が

安
心
し
て
当
院
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

環
境
を
提
供
す
る
た
め
に
、
感
染
か
ら
守

る
方
法
を
実
践
す
る
こ
と
で
す
。
感
染
を

拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
１
０
０
人
が

１
０
０
人
と
も
同
じ
方
法
で
感
染
対
策
を

実
践
し
、
１
人
で
も
ル
ー
ル
違
反
を
す
る

人
が
い
な
い
か
、
技
術
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

な
が
ら
現
場
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
手
術
室
に
勤
務
し
、
感
染
防
止
対

感
染
管
理

認
定
看
護
師

小 

村　

由 

美

策
室
に
も
所
属
し
て
い
ま
す
。
感
染
防
止

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
教
育

や
啓
発
活
動
、
感
染
対
策
の
実
施
状
況
の

チ
ェ
ッ
ク
、
感
染
症
発
生
状
況
の
調
査
な
ど

を
行
い
、
感
染
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。
院

内
に
は
病
気
に
か
か
り
や
す
い
方
が
た
く
さ

ん
お
ら
れ
ま
す
。
地
域
で
感
染
症
が
流
行
し

て
い
る
時
期
に
は
、
皆
さ
ん
に
面
会
の
制
限

や
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
の
実
施
な
ど
を

お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
患
者
さ
ん
が
無
事
治
癒
さ
れ
る
よ

う
、手
術
部
位
感
染
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
術
部
位
の
感
染
が
起
き
れ
ば
、
身
体
的
・

精
神
的
な
負
担
が
か
か
っ
て
く
る
た
め
、
病

棟
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
、
手
術
に
関
わ
る
チ
ー

ム
全
員
で
感
染
を
防
い
で
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
感
染
対
策
は
病
院
の
中
だ
け
に

留
ま
り
ま
せ
ん
。「
感
染
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

拡
げ
な
い
」

た
め
に
、
ご

家
庭
や
地
域

の
施
設
で
も

ぜ
ひ
実
践
を

お
願
い
し
ま

す
。
お
困
り

の
こ
と
や
ご

質
問
が
あ
り

ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ

い
。

シリーズ認
定
看
護
師

認
定
看
護
師

シリーズ
　

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
ご
自
身
や
ご

家
族
が
発
熱
で
当
院
に
掛
か
ら
れ
た
経

験
を
お
持
ち
の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
時
に
、
鼻
や
ノ
ド
を
綿
棒
で
グ

リ
グ
リ
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　

ま
た
は
、
喀か

く

痰た
ん

や
便
、
尿
な
ど
を
採

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
時
、
検
査
室

で
ど
の
よ
う
な
検
査
を
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

感
染
症
検
査
は
、
大
き
く
分
け
て
、

結
果
が
す
ぐ
に
出
る
も
の
と
、
数
日
か

か
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
２
つ
は
ど
の
よ
う
な
違

い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

  

迅
速
検
査
（
多
く
が
１
時
間
以
内
）

　

病
院
で
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る
間

に
結
果
が
出
る
検
査
で
す
。

　

検
査
試
薬
に
陽
性
の
ラ
イ
ン
が
出
る

か
ど
う
か
で
、
結
果
を
判
定
し
ま
す
。

（
図
１
）

　

当
院
で
検
査
可
能
な
病
原
体
は
、

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

・
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

・
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス

・
Ａ
群
溶
連
菌

・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

・
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス

・
肺
炎
球
菌
（
主
に
成
人
）

・
レ
ジ
オ
ネ
ラ
菌

ウ
イ
ル
ス
の
検
査
が
多
い
で
す
。

　

注
意
点
と
し
て
は
、
発
症
し
て
す
ぐ

に
検
査
を
し
て
も
、
陽
性
に
な
ら
な
い

場
合
も
あ
る
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
熱
が
出
て
か
ら
12
時
間
程
度
経
た

な
い
と
検
査
結
果
が
陽
性
に
な
り
ま
せ

ん
。

　

現
在
の
症
状
や
、
周
り
の
流
行
状
況

を
加
味
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

  

培
養
検
査
（
２
日
～
１
週
間
程
度
）

　

検
査
を
受
け
て
か
ら
結
果
が
出
る
ま

で
、
数
日
か
か
り
ま
す
。

　

シ
ャ
ー
レ
に
入
っ
た
培
地
に
、
採
取

し
た
喀
痰
や
尿
な
ど
を
塗
り
付
け
て
培

養
（
菌
の
増
殖
を
確
認
）
し
ま
す
。（
図

２
）

　

培
養
検
査
で
分
か
る
主
な
病
原
体

は
、・

肺
炎
球
菌

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿か

ん

菌き
ん

・
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
や

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
な
ど
の
食
中
毒
菌

・
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち

ら
は
細
菌
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ウ
イ
ル

ス
は
培
養
が
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。

　

培
養
検
査
は
、
時
間
が
か
か
る
と
い

う
欠
点
が
あ
り
ま
す
が
、そ
の
一
方
で
、

培
養
検
査
で
し
か
知
り
得
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

病
院
で
は
、
熱
の
あ
る
方
に
抗
菌
薬

を
お
出
し
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

最
近
そ
の
薬
が
効
き
に
く
い
耐
性
菌
が

出
て
き
て
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
話
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

耐
性
菌
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
に

は
、
培
養
検
査
が
必
要
な
の
で
す
。

　

培
養
検
査
で
耐
性
菌
と
分
か
れ
ば
、

適
切
な
抗
菌
薬
に
変
更
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

今
回
、
迅
速
検
査
と
培
養
検
査
に

絞
っ
て
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
感
染
症

の
検
査
は
こ
の
他
に
も
、
血
液
の
検
査

や
病
原
菌
の
遺
伝
子
検
査
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、
最
終
的

な
診
断
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
、
ま
ず
は
感
染
症
に
か
か
ら
な

い
こ
と
が
大
事
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら

う
が
い
や
手
洗
い
を
し
っ
か
り
行
っ
て

く
だ
さ
い
。　

は
じ
め
ま
し
て
。
今
年

の
３
月
に
広
島
大
学
医
学

部
を
卒
業
し
４
月
か
ら
市

立
三
次
中
央
病
院
で
研
修

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

私
の
出
身
は
九
州
で

す
。
大
学
進
学
に
伴
い
故

郷
を
離
れ
広
島
県
に
お
世

話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
と
三
次
と
の
出
会
い

は
、
学
生
の
こ
ろ
当
院
で

実
習
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

優
し
い
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
様
々
な
患
者
さ
ん
が
集
ま
る
研
修
環
境

な
ど
に
惹
か
れ
、卒
業
後
に
当
院
で
働
か
せ
て
頂
く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
と
向
き
合
わ
せ
て
頂
く
中
で
本
当
に
様
々
な
こ
と
を
学
ば
せ
て

頂
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
の
日
本
は
ど
こ
に
行
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
お
店
、
観
光
地
が

広
が
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
日
本
全
体
が
「
金
太
郎
飴
」
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
代
の
中
で
三
次
は
非
常
に
魅
力
的
な
場
所
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

三
次
盆
地
を
取
り
巻
く
山
々
に
は
広
島
県
の
古
墳
の
約
三
分
の
一
に
も

及
ぶ
約
三
千
基
も
の
古
墳
が
存
在
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
江

戸
時
代
に
は
銀
山
街
道
の
重
要
な
拠
点
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
地
理

的
に
は
、「
三
次
は
茗
荷（
ミ
ョ
ウ
ガ
）の
子　

ど
ち
ら
を
剥
い
て（
向
い
て
）

も　

皮
（
川
）
ば
か
り
」
と
歌
わ
れ
る
ほ
ど
水
が
豊
か
で
し
た
。
古
代
も

き
っ
と
今
と
同
じ
よ
う
に
豊
か
な
水
や
肥
沃
な
大
地
が
あ
り
、
そ
こ
で
稲

作
を
行
い
、
低
地
に
水
を
飲
み
に
き
た
動
物
を
狙
っ
て
狩
り
を
行
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
人
々
に
と
っ
て
三
次
は
定
住
し
易
い
環
境
で
あ
っ
た
に

違
い
な
く
、
結
果
と
し
て
数
多
く
の
古
墳
が
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の

か
と
、
古
代
へ
の
想
像
が
か
き
た
て
ら
れ
ま
す
。

　

自
然
の
恵
み
が
豊
か
で
歴
史
ロ
マ
ン
に
も
あ
ふ
れ
る
三
次
に
住
み
、
研

修
を
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
大
き
な
糧
と
な
る
よ
う
に
一
生
懸
命
働
い
て
参
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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中尾　裕貴

魅力的な三次
三次は茗荷（ミョウガ）の子

感
染
症 

と 

微
生
物
検
査

検　

査　

科　

須
々
井　

尚　

子

（図１）インフルエンザ迅速検査キット

（図２）
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広報 ｢花みずき｣ に関するご意見などございましたらお寄せください｡

救急診療について
診療の準備をしますので、事前に電話連絡をお願いし
ます。保険証をご持参ください。「かかりつけ医」の先生から

「地域医療連携室」へご紹介いただくと、
症状に応じた専門科医師の診療予約ができます

お問い合わせ 地域医療連携室 TEL:0824-65-0101㈹

「かかりつけ医」から
診療予約ができます

　市立三次中央病院では、院内でボランティアとして活動して
いただける方を募集しています。
　みなさんの応募をお待ちしています。

○活動内容／外来患者さんへの支援
　（玄関での車の乗降の手伝い、待合での手伝いなど）
○活動時間／月～金曜日（祝祭日を除く）
　８時30分～12時のうち都合のよい時間
○応募にあたって

◦交通費等は自己負担です。

患者満足度調査について
　市立三次中央病院では、外来・入院患者さんの実態や当院への評価・満
足度を把握するため、患者満足度調査を行っています。
　この調査のデータを基に、今後のより良い病院経営の検討・立案や職員
の接遇改善のための基礎資料として活用し、さらなる患者満足度の向上に
役立ててまいります。
　今回の調査にご協力いただきました皆さんに厚くお礼申し上げます。

◆調査期間
　平成25年３月～４月
◆調査方法
　アンケート方式
◆回 収 数
　入院患者　２４０件
　外来患者　４１３件

　当院に対する総合満足度をみると、満足・やや
満足が８割以上と圧倒的に多く、満足度は高く
なっています。昨年の
調査に比べ満足・やや
満足の割合は上回って
います。
　性別にみると、満足・
やや満足の割合は女性
の方が男性よりも多く
なっています。

病院のイメージ、再入院意向、施設設備（レス
トラン・売店）、食事、スタッフの評価など

入院患者さんの総合満足度 外来患者さんの総合満足度

　当院に対する総合満足度をみると、満足・やや
満足は５割を超えています。昨年の調査に比べ、
満足・やや満足の割
合は前回を下回って
います。
　性別にみると、満
足・やや満足の割合
は男性よりも女性の
方 が わ ず か に 多 く
なっています。

治療方針、待ち時間、施設設備（レストラン・
売店）、スタッフの評価など

満足
60.4％

やや満足
23.8％

やや不満
1.7％

不明 13.3％どちらとも
いえない 0.8％ 満足

16.5％

やや満足
34.1％

やや不満 5.1％

不明
42.1％

不満 1.0％

どちらとも
いえない
1.2％

医事課地域連携係

病院ボランティア募集
～あなたの優しい心と力を患者さんへ～

◦ボランティア保険は当院で加入します。（保険
料は必要ありません。）

◦その他、募集条件等もありますので、詳しくは
医事課地域連携係へお問い合わせください。

○応募・問い合わせ先／医事課地域連携係
　TEL（0824）65-0239　  FAX（0824）65-0159
　Email：chiikirenkei@city.miyoshi.hiroshima.jp

電気設備の定期点検を行います。この
間、一時的に停電するため、外来救急
患者さんの診療及び入院患者さんへの
面会を制限させていただきます。ご協
力をお願いいたします。

お 願 い 救急診療と面会制限について
平成25年10月27日㈰
8時～15時30分


